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九
月
二
十
六
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
角
館
町
大
安
閣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
委
員
二
十
八
人
全
員
が
出
席
。

協
議
は
、
協
議
案
第
五
号
「
新
自
治
体

の
名
称
に
つ
い
て
」（
継
続
協
議
）
と
前

回
の
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
協
議
案
七

件
、
今
回
追
加
提
案
さ
れ
た
協
議
案
第
六

号
「
新
自
治
体
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い

て
」（
継
続
協
議
）
の
、
合
計
九
件
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
も
七
十
人
を
超
え
、
新
自
治
体

の
名
称
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

が
出
さ
れ
る
の
か
関
心
が
高
く
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
の
報
告
事
項
、
協
議
内

容
、
提
出
さ
れ
た
協
議
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
報
告
事
項
】

●
報
告
第
十
七
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…

堀
川
委
員
長
か
ら
、
委
員
長
職
辞
任
の

届
け
が
提
出
さ
れ
、
小
委
員
会
で
全
会
一

致
で
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
が

行
わ
れ
た
結
果
、
新
委
員
長
に
山
本
陽
一

副
委
員
長
が
、
副
委
員
長
に
小
松
直
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告
第
十
八
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本
委
員
長
か
ら
、

「
九
月
十
二
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

第
四
回
小
委
員
会
を
、
西
木
村
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
三
町
村
の
農
業
委
員
会
会
長
よ

り
意
向
を
伺
い
、
そ
の
後
検
討
す
る
と
い

う
予
定
で
し
た
が
、
事
前
に
三
会
長
よ
り

連
名
で
要
請
書
が
、
合
併
協
議
会
会
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

要
請
の
内
容
は
、

①
合
併
後
従
前
の
区
域
ど
お
り
に
複
数

の
農
業
委
員
会
を
設
置
し
、
任
期
の
残

任
期
間
平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
ま
で

在
任
す
る
特
例
（
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
一
項
）
を
使

い
た
い
。
そ
の
後
は
一
つ
の
農
業
委
員

会
に
統
合
す
る
。

②
合
併
後
一
人
の
農
業
委
員
の
担
当
地

域
も
広
域
化
す
る
た
め
、
新
規
の
農
業

委
員
会
の
定
数
は
三
十
人
を
お
願
い
し

た
い
。

③
旧
町
村
単
位
の
選
挙
区
を
設
置
し
て

ほ
し
い
等
。

で
し
た
。

そ
れ
ら
も
参
考
に
意
向
を
伺
い
、
委
員

で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
の
委
員
会
は
十
月
十
日
に
行
い
、

委
員
会
と
し
て
の
最
終
報
告
を
ま
と
め
、

どのような名称案が出されるか、多くの
傍聴者の関心が高まる

山本委員長より小委員会の報告が行
われる
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十
月
の
協
議
会
に
報
告
す
る
予
定
で
あ

る
。」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

●
協
議
案
第
五
号
（
継
続
協
議
）
…
…
…

三
町
村
長
よ
り
新
た
に
次
の
よ
う
な
提

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
自
治
体
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
本
協

議
会
の
前
身
で
あ
る
仙
北
北
部
合
併
協
議

会
に
お
い
て
「
新
自
治
体
の
地
理
的
位
置

と
地
域
的
特
性
を
全
国
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
名
称
と
す
る
。
決
定
方
法
は
公
募
に

よ
ら
ず
現
在
の
名
称
を
基
に
し
、
法
定
協

議
会
で
協
議
の
う
え
決
定
す
る
。」
と
の

話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

本
協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
二
回
の
合
併
協
議
会
か

ら
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
協
議
を
開
始

し
、
そ
の
後
継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
に
よ
り
、
新
自
治
体

の
名
称
の
決
定
方
法
の
う
ち
、
公
募
を
行

わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
回
の
合

併
協
議
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
現
在

の
町
村
名
を
使
う
案
や
、
新
し
い
名
称
の

案
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
会
長
及
び
副
会
長
で
あ

る
田
沢
湖
町
、
角
館
町
、
西
木
村
の
三
町

村
長
は
、
合
併
協
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
協
議
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
話
し
合

っ
た
結
果
、
三
町
村
長
一
致
し
て
、
新
自

治
体
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

提
案
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

新
自
治
体
の
名
称
は
、
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
大
前
提
と
し

な
が
ら
も
、「
観
光
産
業
を
活
か
し
た
北

東
北
の
拠
点
都
市
」
を
め
ざ
そ
う
と
す
る

田
沢
湖
町
、
角
館
町
、
西
木
村
の
三
町
村

に
あ
っ
て
は
、
い
ま
合
併
作
業
を
進
め
て

い
る
他
の
地
域
と
は
異
な
り
、
地
理
的
位

置
と
地
域
的
特
性
を
全
国
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
名
称
と
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
地
域
に
は
、
田
沢
湖
町
と
西
木
村

に
ま
た
が
る
日
本
一
深
い
湖
「
田
沢
湖
」

と
、
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
「
角
館
」

と
い
う
、
既
に
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
た

地
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
名
称
は
、
こ
の
三
町
村
の
地

域
に
住
む
多
く
の
人
々
が
、
長
い
時
間
を

か
け
、地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
、

全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で

あ
り
、
他
に
誇
る
べ
き
こ
の
地
域
の
無
形

の
共
有
財
産
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
名
称
に
よ
ら
な
い
新
し

い
名
称
と
し
た
場
合
、
そ
の
名
称
を
も
っ

て
全
国
的
な
知
名
度
を
獲
得
す
る
た
め
に

は
、
再
び
多
く
の
時
間
と
努
力
を
必
要
と

す
る
う
え
、
そ
の
名
称
が
果
た
し
て
知
名

度
を
得
ら
れ
る
か
否
か
も
不
確
か
な
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
自
治
体
の
名
称
に

は
、
地
域
住
民
に
広
く
親
し
ま
れ
、
愛
さ

れ
て
お
り
、
全
国
的
に
知
名
度
も
高
い
田

沢
湖
・
角
館
と
い
う
現
在
の
地
名
を
用
い

た
方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、「
田
沢
湖
」
は
日
本
一
の
水

深
を
誇
る
田
沢
湖
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺

一
帯
の
美
し
い
自
然
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
り
、
み
ち
の
く
の
小
京
都
「
角

館
」
は
武
家
屋
敷
を
は
じ
め
と
す
る
歴

新名称案を提案する佐藤会長

史
・
文
化
資
産
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
を
も
つ
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
今
後
、
全
国
有
数
の
観
光
地
と
し

て
の
地
位
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
田
沢
湖
」

と
「
角
館
」
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
イ
メ

ー
ジ
を
造
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
一
方

の
名
称
と
す
る
よ
り
も
、
両
方
の
名
称
を

前
面
に
出
し
て
い
く
こ
と
が
最
良
の
選
択

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
豊

か
な
自
然
や
美
し
さ
を
象
徴
す
る
、
田
沢

湖
町
と
西
木
村
に
ま
た
が
る
「
田
沢
湖
」

と
、
先
人
か
ら
綿
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
歴
史
・
文
化
を
象
徴
す
る「
角
館
」

を
連
ね
た
名
称
が
、
新
自
治
体
に
は
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ま
す
。

田
沢
湖
・
角
館
･
西
木
地
域
は
、
美
し

い
自
然
環
境
と
伝
統
文
化
の
な
か
で
、

人
々
が
お
互
い
に
隣
人
と
し
て
親
戚
と
し

て
、
働
き
、
学
び
、
生
活
し
て
い
る
密
接

不
可
分
の
地
域
で
す
。

湖
と
山
岳
、
温
泉
の
田
沢
湖
地
区
、
歴

史
と
伝
統
文
化
の
角
館
地
区
、
農
林
業
と

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
西
木
地
区
、
こ

の
三
地
区
が
新
自
治
体
の
も
と
に
名
実
共

に
一
つ
に
な
る
た
め
に
、「
田
沢
湖
」
と

「
角
館
」
を
連
ね
た
名
称
と
す
る
こ
と
を

提
案
い
た
し
ま
す
。
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三
町
村
長
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
協
議

に
入
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
は
、「
ど

ち
ら
を
先
に
す
る
の
か
、
は
っ
き
り
提
案

す
べ
き
。」、「
西
木
の
名
称
も
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。」、「
以
前
と
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
ど
う
な
る
の
か
。」、

「
議
会
に
持
ち
帰
り
、
次
回
ま
で
検
討
し

た
い
。」
と
い
う
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
協
議
を
踏
ま
え
、
継
続
し
て
協
議

す
る
こ
と
と
確
認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
六
号
（
継
続
協
議
）
…
…
…

こ
の
協
議
案
に
つ
い
て
も
、
三
町
村
長

よ
り
新
た
に
次
の
よ
う
な
提
案
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

新
自
治
体
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
新
自
治
体
の
名
称
と
密
接
な
関
連
が

あ
る
た
め
、
第
二
回
協
議
会
で
提
案
し
た

後
、
名
称
が
決
定
す
る
ま
で
は
協
議
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
田
沢
湖
町
、
角
館
町
、
西
木
村

の
三
町
村
長
が
一
致
し
て
、
新
自
治
体
の

名
称
に
つ
い
て
提
案
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
名
称
の
協
議
の
中
で
新
自
治
体

の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

っ
た
結
果
、
次
の
と
お
り
事
務
所
の
位
置

を
追
加
提
案
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。現

在
の
各
町
村
の
庁
舎
を
使
用
す
る
分

庁
舎
方
式
と
し
、
分
庁
舎
の
役
割
分
担
等

に
つ
い
て
は
、
法
定
協
議
会
に
お
い
て
決

定
す
る
も
の
と
す
る
。

住
民
に
対
す
る
窓
口
業
務
は
、
各
分
庁

舎
で
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

新
た
な
提
案
を
受
け
、
委
員
か
ら
は

「
新
自
治
体
の
名
称
が
決
ま
っ
て
か
ら
の

提
案
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
庁
舎
の
位
置

に
つ
い
て
も
、
名
称
と
同
じ
よ
う
に
重
要

な
案
件
で
あ
る
の
で
、
一
緒
に
提
案
す
べ

き
で
あ
る
と
三
町
村
長
の
意
見
は
一
致
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
こ
の
件
に
つ

い
て
も
、
継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
確

認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
十
七
号
…
…
…
…
…
…
…
…

調
整
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
調
整
案
の
と
お
り
と
す
る
こ

と
と
、
確
認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
十
八
号
…
…
…
…
…
…
…
…

調
整
案
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
、
確

認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
十
九
号
…
…
…
…
…
…
…
…

「
観
光
を
基
軸
と
し
、
新
市
と
類
似
し

た
団
体
と
の
交
流
も
考
え
て
ほ
し
い
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
意
見
も
踏
ま
え
、
調
整
案
の
と
お

り
と
す
る
こ
と
と
、
確
認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
二
十
号
…
…
…
…
…
…
…
…

調
整
案
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
、
確

認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
二
十
一
号
…
…
…
…
…
…
…

調
整
案
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
、
確

認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
二
十
二
号
…
…
…
…
…
…
…

調
整
案
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
、
確

認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
二
十
三
号
…
…
…
…
…
…
…

「
三
町
村
独
自
の
高
齢
者
関
係
事
業
に

つ
い
て
は
、
是
非
継
続
し
て
ほ
し
い
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
意
見
も
踏
ま
え
、
調
整
案
の
と
お

り
と
す
る
こ
と
と
、
確
認
し
ま
し
た
。

※
協
議
案
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま

で
の
調
整
案
に
つ
い
て
は
、
四
〜
五
ペ

ー
ジ
の
第
五
回
協
議
会
文
中
、
提
案
事

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
案
事
項
（
次
回
協
議
事
項
）

●
協
議
案
第
二
十
四
号
…
…
…
…
…
…
…

条
例
・
規
則
に
つ
い
て
は
、
合
併
と
同

時
に
施
行
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
、

新たな名称案について、各委員から
次々と質問が出される

事務所の位置について、質問が出さ
れる
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新
市
の
条
例
・
規
則
が
制
定
さ
れ
る
ま
で

暫
定
的
に
旧
町
村
の
条
例
を
引
き
続
き
施

行
さ
せ
る
も
の
と
、
合
併
後
、
新
市
長
が

決
ま
っ
て
か
ら
制
定
し
施
行
す
る
も
の
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
条
例
・
規
則
等
の
制
定
に
あ
た

っ
て
は
、
協
議
会
で
協
議
・
承
認
さ
れ
た

各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に
基
づ

き
、
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
五
号
…
…
…
…
…
…
…

公
共
的
団
体
と
は
、
農
業
協
同
組
合
、

商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
公
共
的
活

動
を
営
む
す
べ
て
の
団
体
を
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
三
町
村
共
通
の
団

体
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
合
併
時
に

統
合
で
き
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
統
合
に
時
間
を
要
す

る
団
体
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
統
合
に
向

け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
整
さ
れ

ま
す
。

八
月
二
十
九
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
西
木
村
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
報
告
事
項
、協
議
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
報
告
事
項
】

●
報
告
第
十
五
号
及
び
報
告
第
十
六
号
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
だ
よ
り
九

月
一
日
号
、
五
ペ
ー
ジ
小
委
員
会
報
告

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

在
任
特
例
を
一
年
六
か
月
使
い
た
い
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
っ
て

い
な
い
。

特
例
を
使
わ
ず
に
合
併
後
五
十
日
以

内
に
市
長
選
と
同
時
に
選
挙
を
行
う
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
二
十

六
人
で
、
二
十
四
人
、
二
十
二
人
と
削

減
し
て
い
く
べ
き
。

在
任
特
例
を
使
い
た
い
。
期
間
に
つ

い
て
は
、
協
議
し
て
い
な
い
が
、
二
年
、

一
年
六
か
月
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
議

員
定
数
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
人
か
ら

二
十
五
人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

【
協
議
事
項
】

●
協
議
案
第
五
号
（
継
続
協
議
）
…
…
…

委
員
か
ら
あ
く
ま
で
も
現
在
の
名
称
が

よ
い
と
の
発
言
や
、
対
等
合
併
な
の
で
、

新
し
い
名
称
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
現
在
の
名
称
を
組
み
合
わ
せ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
次
回
の
協
議
会
で
決
定
の
方
法
に
つ

い
て
三
町
村
長
で
話
し
合
い
、
提
案
す
る

と
い
う
こ
と
で
確
認
し
ま
し
た
。

■
提
案
事
項
（
次
回
協
議
事
項
）

第
五
回
の
協
議
会
か
ら
次
回
協
議
す
る

事
項
を
提
案
し
、
次
の
協
議
会
ま
で
に
委

員
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

●
協
議
案
第
十
七
号
…
…
…
…
…
…
…
…

新
市
章
、
新
市
憲
章
、
新
市
の
花
・
木

等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
各
種
宣
言
や
新
市

民
歌
に
つ
い
て
も
新
市
に
お
い
て
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
表
彰
制
度
に
つ
い
て
も
新
市

発
足
後
に
新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
十
八
号
…
…
…
…
…
…
…
…

各
種
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
事

項
に
留
意
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
そ
の
一
元

化
に
向
け
調
整
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

①
三
町
村
が
実
施
し
て
い
る
同
一
あ
る
い

は
類
似
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

理
化
、効
率
化
に
向
け
調
整
さ
れ
ま
す
。

②
三
町
村
が
実
施
し
て
い
る
独
自
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
・
実

情
を
考
慮
し
調
整
さ
れ
ま
す
。

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
次
の
二
十
九
の
細
目
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。一．

国
際
交
流
・
広
域
交
流
事
業

二．

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業

三．

広
報
広
聴
関
係
事
業

四．

納
税
関
係
事
業

五．

消
防
防
災
関
係
事
業

六．

交
通
安
全
関
係
事
業

七．

窓
口
業
務

八．

保
健
衛
生
事
業

九．

障
害
者
福
祉
事
業

十．

高
齢
者
福
祉
事
業

十
一．

児
童
福
祉
事
業

十
二．

保
育
事
業

十
三．

生
活
保
護
事
業

十
四．

そ
の
他
の
福
祉
事
業

十
五．

健
康
づ
く
り
事
業

五城目町からの視察の方々を含め、80
人以上の傍聴者で、会場があふれる
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交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
新
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
新
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
現
在
の
計
画
を
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
の
交
通
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
二
号
…
…
…
…
…
…
…

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
調
整
す
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。
電
算
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
諸
証
明
等
の
発
行
や
手
数
料

等
は
三
町
村
に
差
異
が
な
い
た
め
、
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
三
号
…
…
…
…
…
…
…

老
人
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
新
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
福
祉
事
業
の
各

制
度
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
に
調
整
さ
れ
ま
す
。な
お
、

利
用
料
等
の
住
民
負
担
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
料
金
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
と
し
て
、
新
市
将
来
構
想
（
素

案
）
を
委
員
の
皆
さ
ん
に
示
し
て
、
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
山
岳
観
光
資
源
に
よ
る
縁
）

『
姉
妹
湖
』

台
湾
高
雄
市
　
澄
清
湖

（
民
間
親
善
交
流
に
よ
る
縁
）

『
姉
妹
都
市
』

長
崎
県
大
村
市（
戊
辰
戦
争
に
よ
る
縁
）

『
友
好
都
市
』

香
川
県
さ
ぬ
き
市

（
解
体
新
書
に
よ
る
縁
）

『
有
縁
友
好
都
市
』

茨
城
県
金
砂
郷
町

（
佐
竹
北
家
に
よ
る
縁
）

『
防
災
協
定
締
結
都
市
』

茨
城
県
高
萩
市
、
山
形
県
新
庄
市

（
戸
沢
氏
に
よ
る
縁
）

●
協
議
案
第
二
十
号
…
…
…
…
…
…
…
…

現
在
三
町
村
で
発
行
し
て
い
る
広
報
紙

等
に
つ
い
て
は
、
発
行
日
等
に
違
い
が
あ

る
の
で
、
合
併
ま
で
に
調
整
し
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
も
新
市
に
お
い
て
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
広
報
広
聴

関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
一
号
…
…
…
…
…
…
…

十
六．

ご
み
収
集
運
搬
事
業

十
七．

環
境
対
策
事
業

十
八．

農
林
水
産
関
係
事
業

十
九．

商
工
・
観
光
関
係
事
業

二
十．

勤
労
者
・
消
費
者
関
連
事
業

二
十
一．

建
設
関
係
事
業

二
十
二．

上
・
下
水
道
事
業

二
十
三．

市(

町
村)

立
学
校
の
通
学
区
域

二
十
四．

学
校
教
育
事
業

二
十
五．

文
化
振
興
事
業

二
十
六．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

二
十
七．

社
会
教
育
事
業

二
十
八．

社
会
福
祉
協
議
会

二
十
九．

そ
の
他
の
事
業

こ
れ
ら
の
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
各
専
門
部
会
等
で
の
摺
り
合
わ
せ

が
終
了
次
第
、
順
次
協
議
会
に
提
案
し
て

い
き
ま
す
。

●
協
議
案
第
十
九
号
…
…
…
…
…
…
…
…

姉
妹
都
市
提
携
・
友
好
都
市
提
携
な
ど

三
町
村
で
実
施
し
て
い
る
各
種
交
流
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
国
内
交
流
、
国
際
交
流
を
行
っ
て

い
る
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
姉
妹
都
市
』

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
オ
ッ
プ
ダ
ル
市

九
月
二
日
（
火
）
・
三
日
（
水
）
の
二

日
間
の
日
程
で
「
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木

合
併
協
議
会
構
成
町
村
全
職
員
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
市
町
村
合
併
に
向
け
、

構
成
三
町
村
職
員
の
合
併
に
対
す
る
知
識

の
向
上
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

二
日
は
角
館
町
樺
細
工
伝
承
館
を
会
場

に
、
職
員
、
議
会
議
員
、
協
議
会
委
員
約

百
七
十
人
が
、
ま
た
翌
日
の
三
日
は
田
沢

湖
町
役
場
第
一
会
議
室
を
会
場
に
、
約
百

四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

約170人が出席し、川尾氏の話に耳を傾ける
（９月２日／角館町樺細工伝承館）
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講
師
に
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局
合
併

推
進
課
川
尾
正
嗣
課
長
補
佐
と
今
年
の
四

月
一
日
に
合
併
し
た
ば
か
り
の
熊
本
県
中

球
磨
（
な
か
ぐ
ま
）
五
か
町
村
合
併
協
議

会
（
現
あ
さ
ぎ
り
町
）
平
野
正
見
元
事
務

局
長
の
二
人
を
迎
え
、
川
尾
補
佐
か
ら
は

「
地
方
分
権
の
推
進
と
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
全
国
の
市
町
村
合
併

の
現
状
や
、
な
ぜ
合
併
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
合
併
し
た
場
合
の
国
の
支
援

策
な
ど
を
中
心
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
平
野
元
事
務
局
長
か
ら
は
「
あ
さ

ぎ
り
町
の
合
併
と
町
づ
く
り
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
合
併
ま
で
の
苦
労
話
や
職
員

と
し
て
の
心
構
え
、
合
併
ま
で
や
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
達
は
、合
併
に
向
け
て
、

全
国
の
実
情
や
先
進
地
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

九
月
十
二
日
西
木
村
総
合
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
〜
二
ペ

ー
ジ
の
小
委
員
会
長
報
告
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。）

２日目の研修会にも多くの職員が、出席
した（９月３日／田沢湖町役場）

あさぎり町の合併について話す平野氏
（９月３日／田沢湖町役場）

三町村の農業委員会会長から意見を
伺う

委員から、特例や要請書に関する質問が積極的に出された

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数 

及
び
任
期
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会 

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数 

及
び
任
期
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会

及
び
任
期
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会 

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数 

及
び
任
期
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会 


